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Abstract
Students studying to become care workers need to understand the current state of senior citizens
who live in their region through continuous volunteer participation. Locally situated courses are
desirable for these volunteer experiences.
As a result, the students did not take a limited view on the elderly as simply needing care, but took
a broader view and treated the elderly as ordinary citizens. They were able to discover why healthy
elderly people came to need care, what could be done to prevent the need for care, and how to relate
to them in concrete terms so as to provide solutions to their problems.
This demonstrates that, in order to enhance care services education in the future, we must offer
appropriate support for not only in-school education and specialized intensive care giving, but also for
light- to mid-level in-home elderly care, establishing a broad range of opportunities to learn about
social welfare.
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はじめに
我が国では，2 0 0 7（平成1 9年）の高齢化率は2 0 . 2％
で国民の約5人に1人が高齢者である．その高齢者の多
くは，住み慣れた地域で生活を続けることを願っている．
介護福祉士はそのような願いを持つ人たちを支える職種
の一つであるが，現在の介護福祉教育の大半は，介護施
設に入所した高齢者に焦点を当てて行われており，地域
に住む高齢者の現状理解や支援の在り方に関する教育は
十分とはいえない状況にある．
九州保健福祉大学社会福祉学部東洋介護福祉学科
（現・臨床福祉学科介護専攻）においては，卒業と同時
に介護福祉士の国家資格が取得できる．その養成教育に
おいては，介護福祉実習が4 5 0時間課せられている．そ
の4 5 0時間のうち4 1 0時間が施設介護実習となってお
り，学生は地域で生活する高齢者との関わりが少ない現
状である．
しかし2 0 0 5年の介護保険法改正後は，施設介護から在
宅介護へと重点が移動し，2 0 0 9年度の介護福祉士の教育
カリキュラムにおいても見直しが行われた．そのなかには，
「生活支援技術」という科目が新たに設定された．
今後の介護福祉士の養成教育では，住み慣れた地域の
生活の保障や安全で住み心地のよい生活の場作りの工夫
といった生活を支援する教育が求められる．
そこで今回，地域住民の学びの場である「五丁目教室」
に学生がボランティアとして企画・運営に関わり，その
関わりを通して地域高齢者の現状やニーズを把握し，そ
の支援のあり方について学ぶ取組みを行い，教育効果を
調査・検証することを目的とした．
研究方法
１．調査対象者と調査期間
調査対象者は2 0 0 8年6月から1 2月に開催した「五丁
目教室」に参加した九州保健福祉大学社会福祉学部東洋
介護福祉学科学生1 0名（男子7名・女子3名）である．
調査期間は2009年1月から2月であった．
２．調査方法
「五丁目教室に参加して」の質問紙を使用し自記式ア
ンケート調査で回答を得た．
３．調査項目
１）高齢者との関わりをとおしての学び
２）地域活動の有効性
３）地域活動の意欲について
４．分析方法
アンケート調査を行った結果の１）については類似性
にもとづきカテゴリー化した．２）については，5段階，
３）については3段階の回答を単純集計した．
５．倫理的配慮
学生にアンケート用紙を配布する前に,研究の主旨を
説明し承諾を得た．倫理面の配慮として個人を特定する
可能性のある内容については,それらを特定できる状態
では公表しないことを約束した．
６．教室の概要と展開
実施場所は，Ｍ地区5丁目の公民館で，教室開催期間
は，2 0 0 8（平成2 0）年6月～1 2月の月2回（隔週土曜
日）で，時間は午前1 0時～1 2時に開催された．参加者
はＭ地域住民で，自由に参加できる形式であった．参加
平均年齢6 8 . 8歳で，参加者の平均受講者数は，3 8 . 8人
であった．
この地区は，1 9 7 0年代に市が宅地を分譲し公募した
地区で，2 0 0 8 (平成2 0 )１）年世帯数は2 0 3世帯（独居世
帯2 5世帯）で地域住民5 2 7人(男2 4 5人女2 8 2人）．平均
世帯構成人数は，2 . 5 9人，年少人口は4 2人( 8％），生産
年齢人口2 9 2人( 5 5 . 4％），老年人口1 9 3人( 3 6 . 6％）で延
岡市のなかでも市街地にありながら高齢化率の高い地区
であった．
五丁目教室の内容は，以下の内容で計画・実施された．
（表１）
７．主な教室の展開と学生の取組
教室全体を通して学生の役割として，教室運営に関わ
っている地域住民Ａ氏からの指示を受け，会場設定，受
付等を学生で分担して取り組んだ．
主な教室での学生の取組については，次の通りである．
第２回目の教室は「後期高齢者医療制度について」市
役所健康保険課職員と市内の病院でM S W として働いて
いる本学の卒業生を講師に招き講話が行われた．今回の
教室を通して，施行されたばかりの後期高齢者医療制度
について，二つの視点で学ぶ機会とした．
一つ目の視点として， 後期高齢者医療制度が地域高
齢者，一人ひとりの生活に対してどのような効果や影響
があるのか，制度の抱えている問題と課題について理解
する機会とした．
二つ目の視点として，講師の発表を聞き，他者，特に
高齢者に理解してもらうためのプレゼンテーション技術
の方法についても学ぶ機会とした．
第3回目の教室は「認知症について」本学教員の講話
が行われた．今回の教室では，地域で暮らす高齢者が認
知症についてどの程度，理解しているか，また参加者の
質疑応答や意見交換の場から，高齢者は，日常生活にお
いて，認知症の予防については，具体的にどのようなこ
とに気を付けているのかを知る機会とした．
第４回目は，「高齢者の心理と身体」について本学教
員の講話後，学生が事前に地域住民に実施にしていた
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「後期高齢者医療制度の施行に伴う生活への影響につい
て」のアンケート結果を報告する機会とした．学生は，
アンケートで得た結果を集計し，パワーポイントで，前
回の後期高齢者医療制度の教室を参考にしながら，専門
職ではない一般住民向けの，特に高齢者が理解できるよ
うな内容のプレゼンテーション技術を取得する実践の機
会とした．
第5回目は，市内の福祉用具販売店の福祉用具専門員
を招き福祉用具の知識と活用法について教室を実施し
た．学生は，福祉用品の使用モデルとなったり，多種類
の車いすについて説明をおこなったりした．
学びの目的として，学生が大学で体得した車いすの種
類，操作方法等について知識と技術を融合して，参加者
に機器の特徴や使用法について，説明スキルの必要性を
学ぶ機会とした．（図１）
図１．車いすの説明
第7回目は，五丁目教室の参加者の希望があり，大学
見学が企画された．学生の役割として，事前に動線の長
い学内を高齢者に負担がかからない効率的な移動行程の
立案と移動時の配慮について学ぶことと，学内の案内役
を通して，高齢者とのコミュニケーションスキルを向上
する機会とした．
また学生自身が所属する「東洋介護福祉学科」につい
て，自分たちの言葉で学科の理念や特徴について地域の
人に説明し、自分たちが所属する学科について，再認識
する機会とした．
第8回目は，本学教員の指導のもと「体力測定」が行
われた．本教室での学生の学びとして，高齢者が参加す
るイベント・レクリエーション時の留意点・配慮するこ
と等の視点のありかたを学ぶことと，高齢者の体力測定
を通して，自分たち若者と高齢者の身体機能の違いにつ
いて，直接的な関わりを通して知る機会とした．
第９回目の講座では，介護保険制度の活用方法につい
て，学生が説明する場を与えられた．説明に際し，介護
保険についての理解を深めるための方法を学生が模索
し，そのプレゼンテーションの方法について学ぶ機会と
した．学生は，配布する資料を公的なパンフレットを参
考に，字を大きくしたり理解しやすい内容に編集したり
して， 当日はその手元資料とパワーポイントを使用し
ながら基本的な制度ついて説明した．（図２）
その後，介護劇をとおして介護保険制度の申請から介
護サービスを受けるまでの過程を具体的に理解できるよ
うに台本を作成し，劇を実演した．
図２．手作りで作成した配布資料の一部
結　果
アンケート調査を行った結果の自由記述の回答につい
て，内容を分析した．その結果，記述された内容から，
「地域住民との関わりの機会」「地域高齢者のイメージ」
「地域高齢者の支援のあり方」「学生の変容」の４つの概
念に大別できた．（表２）
表２　自由記述回答の項目
自由記述回答の内容は以下の通りである．
１．地域高齢者との関わりを通しての学び
１）地域住民との関わりの機会
a. 初めて
b. ほとんどない
c. 福祉教育でのかかわりは初めて
２）地域高齢者のイメージ
a. 元気な高齢者が多い
b. 住民は学生が来ることを楽しみにしている
c. 優しくてよい人たちだった
d. 講座に積極的に参加する姿勢
e. 地域住民の福祉に対する興味や意識の高さ
f. 施設に入所している人との元気さの違い
g. 住民の「自助」の強さ
h. 人と人は，支えあいながら生活している
i. 周りの問題を自身の問題として捉えている
j. 地域高齢者の実情を知ることができた
k. さまざまな人の考えや価値観
l. 地域高齢者が何を必要としているかを知ることがで　　　
きた
m. 生活上の問題
n. 何を必要としているか知ることができた
o. 福祉・介護についてどのような考えを持っているか
３）地域高齢者の支援のあり方
a. 若い年代の人の参加が増えれば地域が活性化する
b. 高齢者にとって，今後もこのような関わりが必要
c. 元気な頃から将来をしっかり考え，知識を増やし、い
ざという時のために備えることが必要
４）学生の変容
a. 自分も元気になった
b. 地域の方が喜んでいることが嬉しかった
c. 声をかけられると清々しい気持ちになった
d. 視野が広がった
e. 自身にとって大きな糧となった
f. 楽しい時間を過ごすことができた
g. 今後もこのような関わりを大事にしたい
h. 地域の方と触れ合うことで自分も何か得るものが
あった
i. コミュニケーション能力が高まった
j. 人と関わることに自信が持てた
k. 色々な人との出会いがあった
l. 将来は人と関わる職に就きたいと強く思った
ｍ. 地域の実情を知り，将来に対する夢も明確に決め
ることができた
２．地域でのボランティア活動の有効性について
学生の将来と地域活動の有効性については，「大変役
に立った」，「少し役に立った」，「どちらともいえない」，
「あまり役に立たなかった」「まったく役に立たなかった」
の5段階評価で実施した．その結果，1 0人が「大変役に
立った」と回答があった．
３．今後の地域活動への意欲について
今後の地域活動への参加について，機会があれば「参
加したい」，「どちらともいえない」，「参加したくない」
の3段階評価で実施した．その結果，1 0人が「参加した
い」と回答があった．
考　察
本研究においては，学生が五丁目教室の企画・運営の
関わりを通して地域高齢者の現状やニーズを把握し，そ
の支援の在り方について学ぶ機会を設定し，教育効果を
調査・検証することを目的とした．
その結果，「１．地域高齢者の理解と学びのプロセス
について」「２．学生の変容」について考察を行う．
１．地域高齢者の理解と学びのプロセスについて
１）関わり
学生は今まで地域高齢者との関わりは少なく，今回　
のような地域で開催する教室の参加は，初めてという
学生が半数だった．このような結果から，学生は日常
を通して，異世代，特に高齢者との関わりは希薄であ
ると考えられる．
２）知る
学生は，五丁目教室で継続的に地域高齢者と関わり，
教室に来る参加者の数にまず驚いた様子であった．毎　
回，教室に参加する高齢者の笑顔や公民館に来ると，
すぐに近所の人と話し込む姿を通して，地域高齢者が
人との交流を楽しみにしているということを知ること
ができたと考えられる．
３）気づき
教室に参加する高齢者の姿勢や，教室後の質問・意
見交換の場を通していくつかのことに気づくことがで
きた．
まず介護保険・医療保険等の制度・政策についての
考えや意識の高さと高齢者にとって，新しい制度や制
度改正が高齢者の生活に直接的に影響を与えるという
ことに気がついたと考えられる．
そして自分たちがイメージする高齢者像とのギャッ
プに気づき，暦年齢より「元気である」と一様に驚き，
意外性を示した．それは，日常的に地域で生活する高
齢者との交流が希薄であることにもよるが，介護福祉
士教育による高齢者のイメージが，介護福祉実習で出
会う「要介護高齢者」に偏向して作られているからで
はないかと考えられる．
４）探る
学生は，五丁目教室での関わりを通して，高齢者が　
地域で生活する上でのニーズを探り，現在不足してい
る資源は何か，将来的に不足が予測される資源は何か，
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現在ある資源で機能の転換を図り活用できるものは何
か，今後も地域で生活するための支援の方策について，
探求深める機会となったと考えられる．
５）地域高齢者の支援の在り方
学生は，地域高齢者との継続的な関わりのなかで，
導きだされたことは次の点である．すなわち「今後」
も地域で高齢者が暮らし続けるためには，①専門職だ
けが関わる社会ではなく，住民同士が世代を越えてか
かわりを持ちながら支えあいのできる地域の構築が必
要であるということ，②高齢者に対して制度・社会資
源の周知の方法とその活用法である，ということであ
る．
学生は，五丁目教室で高齢者との関わりをとおして，
地域高齢者の現状を知り，地域の課題やニーズを探り，
そのプロセスで，将来，福祉の専門職としての自分た
ちの役割は，地域を知るだけではなく，常に地域と関
わり，より深く知ることを繰り返しながら支え合い，
お互い働きかける必要があるということを理解できた
と考えられた．
このような結果から今回のような地域交流は，学生
にとって，専門職教育においてだけでなく，人間教育
においても効果的であったと考えられる．
以上の「関わり」「知る」「気づき」「探る」「地域高
齢者の支援のあり方」の5項目について，学びのプロ
セスを図3に示した．（図３）
図３．学生の学びのプロセス
２．学生の変容
この度の地域高齢者との交流は，学生自身の気持ちに
も肯定的変化をもたらしたことは，確かである．
継続的な関わりを通して，地域高齢者が自分たちのこ
とを毎回気にかけ「今日もきてくれたね」とか，「名前
を覚えてくれていた」などの好意的な反応を得られたこ
とは，学生の満足感につながり，高齢者に対するイメー
ジの肯定化，学生が有能感を持つきっかけとなったと考
えられる．
また学生は，五丁目教室での役割を通して，地域高齢
者との関係性を構築していくなかで，自分たちの責任感
や存在感も認識することができたと考えられる．
古川は，「日本人は，肯定的な自己像や自己概念は，
他者との温かい交流や他者からの好意的なフィードバッ
クなどの他者評価などをもとにしてつくられる」（古川
2002：54-68）と言っている．
また専門職を含むサービス提供者の高齢者像は，サー
ビスの質に影響を与え，肯定的な高齢者観はサービスの
質を上げ，否定的な高齢者観はサービスの質の低下をも
たらすとしている．
このようなことから，今後は，比較的重度の利用者の
施設実習に行く前にこのような交流の場を設定し，学生
が高齢者から好意的な評価を得られる機会を設定するこ
とは，福祉教育に効果的であると考えられる．
また今回，学生は，地域での関わりをとおして，将来
についても「自分の将来に対する考え方を深めることが
できた」「将来は人と関わる仕事に就き支援していきた
い」「地域の実情を知ることで将来に対する夢も明確に
決めることができた」と述べ，将来のビジョンも比較的，
明確に描くきっかけになったと考えられる．
講座に参加し，自分たちが所属する学科の紹介や介護
について高齢者に語ることで，福祉専門職としてのアイ
デンティティの確立に役立つことができたと考えられ
る．（図４）
以上の結果から今回の研究は，介護福祉士を目指す学
生にとっての教育的効果はあったと考えられる
図４．学生の変容
まとめ
今回の研究を通して，学生は，高齢者の「普通の生活」
というものに触れ，一人の高齢者を地域で支援するとい
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うだけではなく，高齢者との関わりのなかで地域生活の
多様な知恵を学び，福祉専門職者としての視座が拡張さ
れたことは明らかである．
多くの高齢者は，いきなり要介護状態になるのではな
く，様々なプロセスを経て支援が必要になってくる．そ
の条理に気づき，支援していくことが今後の介護福祉士
に求められる．
今までの介護福祉教育は，施設の高齢者に焦点を当て
て行われてきたが，今後は地域で暮らす高齢者と交流す
る機会を設定し，高齢者の「普通の暮らし」を理解し，
生活支援者としての介護福祉士を育成していくことが必
要である．ゆえに，今後の研究と実践の課題としても介
護福祉教育に地域交流の場を明確に位置づけ展開してい
くことは不可欠であると考える．
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